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コーディネーター   

菊池 章（大阪大学 感染症総合教育研究拠点 特任教授） 

山下 俊英（大阪大学大学院医学系研究科 分子神経科学 教授） 

     主催：公益財団法人 千里ライフサイエンス振興財団  

         〒 560-0082 大阪府豊中市新千里東町１丁目４番２号 

千里ライフサイエンスセンタービル２０階 

E-mail：otk-2023@senri-life.or.jp  Tel：０6-6873-2006 

https://www.senri-life.or.jp 

 

 -千里ライフサイエンス新適塾- 

「難病への挑戦」第５８回会合 

「癌と老化への新たな挑戦：皮膚から見えてきたもの」 

講   師  西村 栄美 （にしむら えみ） 

東京大学医科学研究所 老化再生生物学分野 教授 

日   時  ２０２４年５月２０日（月）１８：００～２０：１５ 

場   所  千里ライフサイエンスセンタービル 

講演会：６階 千里ルームＡ（WEB 配信併用） ～19:15 

懇親会：５階 Port５                       ～20:15 

参 加 費  講演会、懇親会とも無料 

定   員   会場参加８0 名、WEB 参加 200 名 

    参加は事前申込みされた方（申込締切り５月１６日）のみとし、定員にな

り次第締切ります。参加希望者は、当財団のホームベージの「参加申込・受

付フォーム」からお申込み下さい。https://www.senri-life.or.jp 

   ＊オンデマンド配信は予定しておりません。 

mailto:otk-2023@senri-life.or.jp
https://www.senri-life.or.jp/
https://www.senri-life.or.jp/
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【要旨】 

「癌と老化への新たな挑戦：皮膚から見えてきたもの」 

東京大学医科学研究所 老化再生生物学分野、幹細胞加齢医学分野 教授 

西村 栄美 

 

 

かつて「不治の病」であったがんが、近年の医学の進歩のおかげで治るケー

スが増えているものの、今も難病の代表であることに変わりはない。そして、

今、新たな苦悩や挑戦も始まっている。人生１００年時代において、2人に 1

人が癌に罹患する。特に５０代までの活躍世代のがんの大半は女性に多く、婦

人科癌は近年増加の一途を辿っており、通院で術後化学療法を受けながら働き

続けることも当たり前になっている。そして患者にとって最大の苦痛となって

いるのが、術後化学療法で用いられる抗がん剤、分子標的薬、免疫チェックポ

イント阻害剤による脱毛である。脱毛以外にも、爪割れや発疹などの皮膚障害

やしびれなどを発症し、癌患者に大きな苦痛を与えている。しかし、医師を含

め、当事者以外に十分に感知されておらず、そこに有効な治療法も存在しなけ

れば、研究もほとんどなされていない。高齢者においてはサルコペニアによる

フレイルのほか、骨の突出と皮膚のフレイルが重なり褥瘡を発症しやすくなる

など、介護問題にも繋がっている。 

 

 表皮や毛包など、体表面を覆う外胚葉系の上皮系組織は、組織幹細胞の自己

複製と分化によって絶えず細胞を入れ替えながら、外界とのバリアを維持して

いる。私たちは、皮膚の組織幹細胞の同定に取り組む研究から始まり、加齢や

ストレスに伴う幹細胞の運命や動態の解析を通じて、皮膚の老化プロセスとそ

の仕組みについて研究を進めてきた。その結果、DNA二本鎖切断など一定レベ

ルの DNA損傷応答によって組織幹細胞の排除と自然選択によって恒常性を維持

しているが、それが次第に破綻し、皮膚の老化や癌の発生へと繋がることが明

らかになってきた。さらに皮膚から他臓器へとその変化が早期から波及し個体

老化へと繋がるプロセスも明らかになりつつある。全身への波及を防ぐべく、

皮膚の組織幹細胞を局所で制御する剤を探索し、その評価を進めている。果た

して難病への新しい挑戦となりうるか、最新の研究の一端を紹介したい。 
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